
メディア史研究会編『メディア史研究』第二号（1995.2）、ゆまに書房、49-65頁 

 1

戦 

後 

世 

論 

調 

査 

事 

始
（
１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

― 

占
領
軍
の
情
報
政
策
と
日
本
政
府
の
調
査
機
関 

―
（
２
） 

 

 
 
 
 

川 

島 

高 

峰 

 

序 
 

  

今
日
、
我
々
が
新
聞
・
報
道
等
で
見
聞
す
る
よ
う
な
世
論
調
査
の
ス
タ
イ
ル
は
戦
後
Ｇ

Ｈ
Ｑ
が
日
本
に
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
い
て
「
科
学
的
な
」
－
あ
る
い
は
、

ア
メ
リ
カ
的
な
－
世
論
調
査
の
歴
史
は
僅
か
半
世
紀
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
勿
論
、
我

国
に
お
い
て
よ
り
広
義
な
意
味
で
の
世
論
の
調
査
、
つ
ま
り
、
社
会
調
査
の
歴
史
は
そ
の

源
流
を
明
治
期
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
国
勢
調
査
に
基
づ
い
た
ラ
ン
ダ

ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
全
国
的
規
模
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
、
統
計
学
を
中
心
と

し
た
集
計
・
分
析
を
同
時
に
併
せ
持
っ
た
調
査
方
法
（
３
）
は
、
戦
後
に
始
ま
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
敗
戦
後
の
世
論
興
隆
、
占
領
軍
の
初
期
の
対
日
情
報
政
策
に
つ

い
て
述
べ
、
次
い
で
内
閣
審
議
室
と
内
務
省
警
保
局
を
中
心
と
し
た
日
本
政
府
に
よ
る
世

論
調
査
の
試
み
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

１
．
流
言
飛
語
か
ら
世
論
へ 

 

  

戦
時
下
の
日
本
で
は
国
論
は
あ
っ
て
も
世
論
は
な
く
、
国
策
に
沿
わ
な
い
言
論
は
官
憲

取
締
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
言
論
抑
圧
体
制
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
以
後
、

一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
国
策
に
関
す
る
発
言
自
体
が
防
諜
の
名
の
下
に
流
言
飛
語

と
し
て
取
締
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
「
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
」

の
「
三
猿
主
義
」
が
民
間
防
諜
の
原
則
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
言
論
統
制
に
も
か

か
わ
ら
ず
戦
況
は
勿
論
の
こ
と
、
食
料
配
給
、
空
襲
、
疎
開
、
供
米
等
々
、
人
々
の
情
報

に
対
す
る
欲
求
は
高
ま
る
一
方
で
あ
り
、
官
憲
の
流
言
飛
語
取
締
件
数
は
戦
況
悪
化
と
と

も
に
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
そ
こ
に
世
論
に
対
す
る
二
つ
の
欲
求
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
第
一
は
名
目
化
し
て
い
た
「
下
意
上
通
」
の
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
批
判
と
不

満
で
あ
り
、
第
二
は
、
政
策
・
状
況
に
対
す
る
多
数
意
見
は
何
か
と
い
う
世
論
そ
の
も
の

へ
の
欲
求
で
あ
る
。
敗
戦
後
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
名
の
下
に
世
論
は
政
治
社
会
の
表
舞
台

に
登
場
す
る
が
こ
の
下
地
は
既
に
戦
時
下
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

戦
後
の
世
論
の
興
隆
は
①
日
本
民
衆
の
世
論
に
対
す
る
欲
求
、
②
日
本
の
言
論
報
道
機

関
・
調
査
機
関
に
よ
る
世
論
調
査
の
試
み
、
③
日
本
帝
国
政
府
に
よ
る
民
心
動
向
の
把
握
、

④
占
領
軍
に
よ
る
世
論
の
把
握
と
そ
の
育
成
、
と
い
う
四
つ
の
側
面
か
ら
形
成
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
敗
戦
後
も
内
閣
情
報
局
、
内
務
省
警
保
局
に
よ
る
言
論
、
報
道
に
対
す
る

抑
圧
や
検
閲
は
機
能
し
て
お
り
、
報
道
機
関
は
そ
の
統
制
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
甘
ん

じ
て
い
た
。
こ
の
言
論
統
制
法
案
の
撤
廃
に
関
す
る
一
連
の
指
令
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
出
さ
れ

る
の
は
一
九
四
五
年
九
月
一
〇
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
主
要
な
報
道

機
関
が
世
論
調
査
専
門
の
部
局
を
設
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
お
お
よ
そ
一
〇
月
か
ら
一
一

月
（
中
部
日
本
新
聞
社
編
集
局
世
論
調
査
室
・
毎
日
新
聞
社
編
集
局
調
査
室
一
〇
月
、
朝

日
新
聞
社
世
論
調
査
室
一
一
月
、
西
日
本
新
聞
社
世
論
調
査
部
・
読
売
報
知
新
聞
社
世
論

調
査
部
一
九
四
六
年
一
月
）
に
か
け
て
で
あ
り
、
統
計
学
的
な
世
論
調
査
方
法
の
普
及
に

至
っ
て
は
さ
ら
に
後
の
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
で
も
一
九
四
六
年
ま
で
調
査
方
法
は
と
も
か

く
民
間
に
よ
る
世
論
調
査
機
関
が
簇
生
し
時
事
年
鑑
に
よ
れ
ば
こ
の
年
に
七
十
の
調
査
機

関
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
民
衆
の
世
論
に
対
す
る
欲
求
は
広
範
な
投
書
行
為
と
し
て
現
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
後
述
す
る
東
久
邇
宮
に
よ
る
国
民
へ
の
投
書
の
呼
び
か
け
が
引
き
金
と
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
用
紙
不
足
か
ら
新
聞
は
紙
面
の
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
新
聞
社
が
投
書
欄
に
紙
面
を
割
い
て
お
り
、
戦
後
の
報
道
機
関

の
世
論
へ
の
試
み
は
こ
の
投
書
紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
占
領

軍
に
お
い
て
も
投
書
分
析
が
日
本
人
の
意
識
分
析
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
敗
戦
後
の
日
本

に
お
い
て
「
下
か
ら
の
世
論
」
が
先
ず
投
書
行
為
と
し
て
現
れ
、
そ
し
て
、
日
本
の
政
府

や
報
道
機
関
の
み
な
ら
ず
、
占
領
軍
に
お
い
て
も
世
論
調
査
の
試
み
が
投
書
の
分
析
・
紹

介
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
銘
記
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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２
．
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
設
立
と
情
報
政
策
の
形
成 

  

一
九
四
五
年
一
一
月
一
日
の
「
日
本
占
領
及
び
管
理
の
た
め
の
連
合
国
最
高
司
令
官
に

対
す
る
降
伏
後
に
お
け
る
初
期
の
基
本
的
指
令
」
に
よ
る
と
、
「
貴
官
（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
）

は
、
常
に
日
本
の
経
済
、
産
業
、
財
政
金
融
、
社
会
及
び
政
治
の
状
態
に
関
す
る
調
査
を

継
続
し
、
こ
れ
を
本
国
政
府
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
指
令
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
初
期
の
管
理
措
置
に
変
更
を
加

え
、
又
連
合
国
の
終
局
目
的
を
促
進
す
る
政
策
を
逐
次
形
成
し
て
ゆ
く
た
め
の
基
礎
を
築

く
よ
う
に
な
さ
れ
な
け
れ
ぎ
な
ら
な
い
。
」
と
規 

定
（
４
）
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
基
本
的
指
令
」
は
日
本
管
理
政
策
を
「
詳
細

に
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
の
で
、
「
政
策
及
び
そ
の
実
現
の
た
め
の
適
当

な
措
置
は
大
部
分
日
本
に
お
け
る
事
態
の
発
展
」
に
即
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
指
令
の
日
付
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
日
本
の
降
伏
が
予
想
以
上
に
早

か
っ
た
た
め
、
既
に
九
月
一
〇
日
、
「
最
高
司
令
官
の
政
策
を
促
進
す
る
た
め
の
日
本
人

へ
の
情
報
普
及
」
と
い
う
情
報
に
関
す
る
政
策
の
骨
子
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
で
決
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
占
領
下
の
情
報
政
策
の
方
針
が
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

（
５
） 

  

問
題
提
起 

 
 

最
高
司
令
官
の
政
策
の
促
進
に
つ
き
日
本
国
民
に
対
す
る
情
報
の
普
及 

 

上
記
の
問
題
に
関
わ
る
事
実 

 

１
．
軍
事
的
． 

国
内
に
お
け
る
召
集
解
除
は
数
週
間
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
る
で 

 
 
 

あ
ろ
う
。
海
外
で
降
伏
し
た
部
隊
の
帰
還
は
数
カ
月
か
ら
数
年
を
要
し
、
輸 

 
 
 

送
機
関
の
た
め
の
徴
税
が
必
要
と
な
ろ
う
。 

 

２
．
経
済
的
． 

食
料
、
住
居
、
衣
服
、
燃
料
、
交
通
手
段
、
そ
の
他
の
物
資
の 

 
 
 

深
刻
な
不
足
は
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
悪
化
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

３
．
政
治
的
． 

最
高
司
令
官
は
充
分
な
結
果
を
生
み
出
す
限
り
日
本
政
府
を
通 

 
 
 

じ
て
管
理
を
執
行
す
る
。 

 

４
．
心
理
的
． 

日
本
人
の
諦
観
的
態
度
（fatalism

）
は
精
神
的
に
敗
北
を
受 

 
 
 

容
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
て
い
る
。
彼
等
の
気
力
、
勤
勉
、
責
任
感
そ
し
て 

 
 
 

家
（hom

e and fam
ily

）
へ
の
執
着
は
安
定
化
の
た
め
の
要
因
と
な
る
。
天 

 
 
 

皇
に
対
す
る
忠
誠
は
最
高
司
令
官
の
政
策
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
も 

 
 
 

た
ら
す
。 

 

５
．
情
報
普
及
の
目
的 

 
 
 

ａ
．
軍
事
的
． 

 
 
 
 
 

（
１
） 

戦
時
か
ら
平
和
へ
の
秩
序
あ
る
移
行
を
支
援
す
る
こ
と 

 
 
 
 
 

（
２
） 

軍
国
主
義
と
超
国
家
主
義
の
根
絶
を
支
援
す
る
こ
と 

      

ｂ
．
経
済
的
． 

 
 
 
 
 

（
１
） 

健
全
な
経
済
を
育
成
す
る
こ
と 

 
 
 
 
 

（
２
） 

労
働
、
産
業
、
並
び
に
農
業
の
民
主
的
な
組
織
化
を
促
進
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
こ
と 

 
 
 
 
 

（
３
） 

武
装
解
除
と
動
員
解
除
に
よ
る
経
済
的
な
利
益
を
強
調
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と 

 
 
 

ｃ
．
政
治
的
． 

 
 
 
 
 

（
１
） 

現
在
あ
る
日
本
政
府
を
支
持
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
利
用
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と 

 
 
 
 
 

（
２
） 

民
主
的
諸
傾
向
に
障
害
と
な
る
も
の
の
除
去
を
促
進
す
る
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と 

 
 
 
 
 

（
３
） 

政
治
的
並
び
に
市
民
的
自
由
、
集
会
の
権
利
、
公
で
の
議
論
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
、
自
由
な
選
挙
、
そ
し
て
人
権
の
尊
重
を
助
長
す
る
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と 

 
 
 
 
 

（
４
） 

国
民
に
責
任
あ
る
自
由
な
政
府
の
促
進 

 
 
 
 
 

（
５
） 

国
際
社
会
の
名
誉
あ
る
平
和
な
一
員
と
し
て
の
来
る
べ
き
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
の
承
認
が
認
め
ら
れ
る
条
件
を
提
唱
す
る
こ
と 

 
 
 

ｄ
．
心
理
的
． 

 
 
 
 
 

（
１
） 
日
本
敗
北
と
い
う
事
実
を
明
確
に
さ
せ
る 
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（
２
） 

日
本
人
に
彼
等
の
戦
争
責
任
、
彼
等
が
犯
し
た
残
虐
行
為
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
彼
等
の
戦
争
犯
罪
を
知
ら
し
め
る
こ
と 

 
 
 
 
 

（
３
） 

日
本
人
に
軍
国
主
義
者
は
日
本
の
敗
北
と
受
難
故
に
責
め
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
る
べ
き
こ
と
を
理
解
せ
し
め
る
こ
と 

 
 
 
 
 

（
４
） 

日
本
民
族
を
奴
隷
化
す
る
意
図
は
全
く
な
い
こ
と
を
強
調
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
こ
と 

 
 
 
 
 

（
５
） 
宗
教
的
、
政
治
的
、
階
級
的
、
人
種
的
寛
容
を
促
進
す
る
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と 

 
 
 
 
 

（
６
） 

占
領
軍
は
日
本
の
戦
争
能
力
を
破
壊
す
る
必
要
が
あ
り
、
占 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

領
軍
は
こ
の
占
領
目
的
が
達
成
さ
れ
次
第
速
や
か
に
撤
退
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と 

  

民
主
化
の
一
方
で
「
非
軍
事
化
」
「
非
軍
国
主
義
化
」
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

段
階
で
い
ち
早
く
「
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
」
と
日
本
政
府
の
利
用
が
確
認
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

こ
の
方
針
を
受
け
て
さ
ら
に
、
九
月
二
二
日
に
は
一
般
指
令
一
八
三
号
に
よ
り
太
平
洋

軍
総
司
令
部
軍
政
局
か
ら
「
日
本
並
び
に
韓
国
に
お
け
る
社
会
情
報
（PU

B
LIC

 IN
FO

R

M
A

T
IO

N

）
、
教
育
、
宗
教
、
そ
の
他
の
社
会
問
題
」
に
関
す
る
部
局
と
し
て
民
間
情
報

教
育
局
（C

IV
IL IN

FO
R

M
A

TIO
N

 A
N

D
 ED

U
C

A
TIO

N
 SEC

TIO
N

、
以
降
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）

が
独
立
し
た
。
初
代
局
長
は
ダ
イ
ク
（K

EN
.R

.D
Y

K
E

）
で
あ
る
。
設
立
当
初
、
（
６
）

Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
目
的
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。 

 

ａ
．
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
促
進
す
る
こ
と 

 
 

（
１
） 

連
合
軍
の
情
報
並
び
に
教
育
の
諸
目
的
の
完
成
を
果
た
す
こ
と 

 
 

（
２
） 

社
会
情
報
（PU

B
LIC

 IN
FO

R
M

A
TIO

N

）
の
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
通
じ
て

 
 
 
 
 
 

民
主
主
義
の
理
念
並
び
に
原
則
を
普
及
す
る
こ
と
で
、
宗
教
的
な
信 

 
 
 
 
 
 

仰
の
自
由
、
言
論
、
出
版
、
集
会
の
自
由
の
確
立
を
促
進
す
る
こ
と 

 
 

（
３
） 

日
本
国
民
一
般
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
、
日
本
の
敗
北
並
び
に
戦
争
犯 

 
 
 
 
 
 

罪
に
つ
い
て
の
真
実
、
日
本
の
現
在
並
び
に
将
来
の
困
窮
と
欠
乏
に 

 
 
 
 
 
 

対
す
る
軍
国
主
義
者
の
責
任
、
連
合
国
に
よ
る
軍
事
的
占
領
の
理
由 

 
 
 
 
 
 

と
目
的
を
知
ら
し
め
る
こ
と 

ｂ
．
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
通
じ
情
報
の
計
画
を
促
進
し
、
日
本
の
国
民
一
般
に
行
き
わ 

 
 

た
ら
せ
る
こ
と
。
日
本
並
び
に
韓
国
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
復
興
の
た 

 
 

め
の
全
て
の
政
策
と
計
画
に
つ
い
て
両
国
民
（their

）
の
理
解
を
確
実
に
す
る 

 
 

こ
と
（
７
）
。 

ｃ
．
以
下
の
機
関
と
の
連
絡
を
維
持
す
る
こ
と 

 
 

（
１
） 

日
本
の
情
報
並
び
に
教
育
に
関
す
る
省
庁 

 
 

（
２
） 

日
本
の
報
道
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
並
び
に
他
の
情
報
機
関 

 
 

（
３
） 

教
育
諸
機
関 

 
 

（
４
） 

宗
教
的
、
政
治
的
、
職
業
的
、
社
会
的
、
商
業
的
諸
組
織
；
つ
ま
り
、 

 
 
 
 
 
 

最
高
司
令
官
の
情
報
並
び
に
教
育
の
目
的
に
つ
い
て
両
国
民
（their

） 

 
 
 
 
 
 

の
理
解
と
協
力
を
確
保
す
る
諸
組
織 

ｄ
．
以
下
の
よ
う
な
世
論
調
査
を
促
進
し
、
そ
の
実
行
を
指
導
す
る
こ
と
が
必
須
で 

 
 

あ
る 

 
 

（
１
） 

占
領
軍
並
び
に
復
興
に
対
す
る
民
衆
の
反
応
に
つ
い
て
事
実
に
基
づ 

 
 
 
 
 
 

い
た
情
報
を
最
高
司
令
官
に
提
供
し
続
け
る
こ
と 

 
 

（
２
） 

政
策
並
び
に
計
画
を
連
続
的
に
作
成
し
集
成
す
る
た
め
の
信
頼
で
き 

 
 
 
 
 
 

る
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と 

ｅ
．
最
高
司
令
官
の
情
報
並
び
に
教
育
に
つ
い
て
の
目
的
を
実
行
す
る
の
に
必
要
な 

 
 

案
、
デ
ー
タ
、
計
画
の
着
手
並
び
に
作
成
を
指
導
す
る
こ
と 
ｆ
．
以
下
の
こ
と
を
確
実
に
す
る
よ
う
に
促
進
す
る
こ
と 

 
 

（
１
） 

教
条
並
び
に
軍
事
教
練
を
含
む
実
習
に
お
い
て
、
日
本
の
教
育
制
度 

 
 
 
 
 
 

の
あ
ら
ゆ
る
要
素
か
ら
軍
国
主
義
と
超
国
家
主
義
を
除
去
す
る
こ
と 

 
 

（
２
） 
民
主
主
義
の
理
念
と
原
則
の
適
切
な
普
及
と
い
う
使
命
を
達
成
す
る 

 
 
 
 
 
 

た
め
に
必
要
な
新
た
な
指
導
要
領
を
学
校
教
育
課
程
に
含
め
る
こ
と 
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一
〇
月
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
内
部
に
調
査
情
報
課
（R

ESEA
R

C
H

 A
N

D
 IN

FO
R

M
A

TIO
N

 

D
IV

ISIO
N

）
が
設
立
さ
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に
改
称
）
、
こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
い
て
世

論
調
査
を
実
行
す
る
た
め
の
方
策
が
検
討
さ
れ
た
。
既
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
先
行
し
ア
メ
リ
カ
戦

略
爆
撃
調
査
団
戦
意
部
が
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
戦
略
爆
撃
が

日
本
人
の
戦
意
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
面
接
に
よ
る
意
識
調
査
を
、
日
本
全
国
で
行

っ
て
い
た
。
世
論
社
会
調
査
課
は
日
本
で
の
世
論
調
査
の
実
行
に
つ
い
て
こ
の
ア
メ
リ
カ

戦
略
爆
撃
調
査
団
の
経
験
を
参
考
と
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
結
果
、
一
九
四
六
年
一
月
一

五
日
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
内
部
で
世
論
調
査
に
関
す
る
当
面
の
計
画
が
策
定
さ
れ
た
（
８
）
。
そ

こ
で
は
世
論
調
査
に
必
要
な
人
材
が
十
分
に
揃
う
ま
で
の
間
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
直
接
に
世
論
調

査
を
す
る
こ
と
は
し
な
い
こ
と
、
そ
の
代
わ
り
、
次
の
四
つ
の
活
動
に
力
点
を
置
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
日
本
の
世
論
調
査
機
関
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
そ
の
調
査

結
果
を
分
析
・
評
価
し
蓄
積
す
る
こ
と
、
第
二
に
占
領
軍
当
局
に
寄
せ
ら
れ
た
投
書
を
定

期
的
に
分
析
し
報
告
す
る
こ
と
、
第
三
に
日
本
人
の
世
論
調
査
に
当
た
っ
て
い
る
占
領
軍

の
他
の
部
局
の
調
査
結
果
、
主
に
民
間
検
閲
部
と
占
領
軍
当
局
に
宛
て
ら
れ
た
投
書
を
分

析
す
る
こ
と
、
第
四
に
特
定
の
情
報
源
に
だ
け
依
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
偏
向
を
避
け
る
た
、

こ
れ
ら
の
手
段
に
よ
り
得
た
日
本
人
の
諸
見
解
を
総
合
的
か
つ
定
期
的
に
分
析
す
る
こ
と
。

こ
の
方
針
は
、
「
必
要
な
人
材
が
十
分
に
揃
う
ま
で
の
間
」
の
当
面
の
計
画
で
あ
り
、
少

な
く
と
も
こ
の
立
案
段
階
で
は
将
来
的
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
よ
る
直
接
的
な
調
査
の
実
施
を
念
頭

に
お
い
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
戦
略
爆
撃
調
査
団
が
行
っ
た
よ
う
な
直
接
的
な
調

査
を
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
行
っ
た
形
跡
は
目
下
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
日
本
の
調
査
機
関
を
介
し
て
世
論
の
分
析
・
把
握
に
あ
た
る
か
、
あ
る
い
は
、

日
本
の
調
査
機
関
と
提
携
し
て
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
よ
る
分

析
・
調
査
は
特
定
の
主
題
に
つ
い
て
複
数
の
日
本
の
調
査
機
関
が
提
出
し
た
世
論
調
査
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
の
長
短
を
踏
ま
え
総
合
的
な
分
析
と
評
価
（
９
）
を
下
す
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
投
書
分
析
に
つ
い
て
は
一
九
四
六
年
一
月
（
１
０
） 

か
ら
一
九
四
七
年
一
〇
月
に
か
け
て
総
計
一
七
回
の
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
世
論
調
査
に
つ
い
て
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
間
接
統
治
の
方
針
を
と
っ
て
い
た
が
、
こ

の
間
接
統
治
に
は
次
の
二
つ
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
第
一
に
当
時
の
日
本
の
調
査
技
術
の

低
さ
は
そ
の
ま
ま
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
分
析
精
度
に
直
結
す
る
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
本

の
世
論
調
査
機
関
の
把
握
と
そ
の
指
導
・
育
成
が
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
第
二

は
、
間
接
的
な
調
査
は
そ
の
媒
体
と
し
て
日
本
政
府
の
調
査
機
関
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か

と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
民
主
化
の
た
め
に
は
言
論
抑

圧
体
制
の
解
放
が
必
須
で
あ
り
、
日
本
政
府
の
調
査
機
関
を
調
査
媒
体
と
し
て
利
用
す
る

に
は
、
戦
中
・
戦
前
の
言
論
・
思
想
統
制
の
復
活
と
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
危
惧
が
あ
っ

た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
秩
序
あ
る
占
領
の
た
め
に
よ
り
全
国
的
な
調
査
機
関
を
必
要
と
す
る
反
面
、

民
主
化
の
た
め
に
は
日
本
の
言
論
抑
圧
体
制
の
全
国
的
組
織
網
に
斧
鉞
を
加
え
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
相
反
す
る
欲
求
は
政
府
に
よ
る
調
査
機
関
に
対
す
る
占
領
政
策

の
矛
盾
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

３
．
東
久
邇
宮
内
閣
の
言
論
政
策
と
内
閣
審
議
室 

  

政
府
は
既
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
直
後
か
ら
敗
戦
後
の
治
安
と
秩
序
を
維
持
す 

る
た
め
取
締
方
針
を
策
定
し
こ
れ
を
地
方
に
通
達
し
て
い
た
。
八
月
十
四
日
に
は
そ
の
最

終
的
な
方
針
が
通
達
さ
れ
た
が
、
そ
の
基
本
原
理
は
、
戦
中
の
国
民
統
合
を
維
持
し
つ
つ

敗
戦
後
と
い
う
新
事
態
へ
移
行
を
図
る
「
秩
序
あ
る
降
伏
」
に
あ
っ
た
。 

従
っ
て
、
「
廟
議
決
定
の
方
針
を
曲
解
し
又
は
意
義
を
唱
へ
、
或
い
は
之
に
矛
盾
す
る
が

如
き
も
の
」
、
「
政
府
の
態
度
、
方
針
、
時
局
を
誹
謗
す
る
が
如
き
も
の
紊
り
に
既
往
の

戦
争
責
任
者
の
追
求
」
等
の
言
動
が
抑
圧
の
対
象
と
な
り
、
更
に
、
右
翼
、
（
１
１
）
左

翼
関
係
者
、
朝
鮮
人
に
対
す
る
視
察
が
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
抑
圧
体
制
は
敗
戦
後
も
維
持

さ
れ
米
軍
進
駐
、
朝
鮮
人
問
題
、
言
論
・
集
会
・
結
社
等
に
つ
い
て
の
視
察
、
取
締
方
針

が
通
達
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
言
論
抑
圧
体
制
の
維
持
の
一
方
で
、
東
久

邇
は
組
閣
後
の
総
理
談
話
で
「
私
は
今
後
建
設
的
な
る
言
論
の
洞
開
を
促
し
健
全
な
る
結

社
の
自
由
を
認
め
た
い
と
考
へ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
言
論
抑
圧
体
制
を
改
革
す

る
意
向
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。 

 

具
体
的
に
は
八
月
二
〇
日
に
は
私
信
検
閲
の
停
止
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
八
月
三
一
日
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に
は
東
久
邇
宮
は
新
聞
を
通
じ
国
民
に
投
書
を
呼
び
か
け
民
意
と
の
接
近
を
試
み
よ
う
と

す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
投
書
機
関
設
置
に
対
す
る
反
響
は
「
不
平
不
満
を
一
々

投
書
す
る
と
言
ふ
事
に
な
れ
ば
国
民
は
個
人
主
義
的
と
な
り
総
親
和
、
協
力
的
観
念
が
希

薄
と
な
り
国
民
互
い
に
排
擠
し
て
足
並
み
が
乱
れ
今
后
挙
国
一
致
国
難
突
破
に
当
た
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
重
大
事
機
に
直
面
し
思
想
指
導
上
困
難
を
生
ず
る
虞
が
多
分
に
あ
る
」
（
岩
美

郡
岩
井
町
長
伊
藤
繁
蔵
）
、
「
誠
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る
国
民
の
声
を
聞
か
ず
し
て
は
決

し
て
よ
い
政
治
は
出
来
な
い
私
も
多
い
に
投
書
し
て
国
政
の
参
考
に
し
た
ひ
と
思
つ
て
居

る
」
（
八
頭
郡
知
頭
町
長
石
谷
貞
彦
）
と
町
村
指
導
者
間
で
は
意
見
が
二
分
し
て
い
た
（
１

２
）
。
し
か
し
、
国
民
に
は
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
当
初
「
連
日
四
、
五
十
通
」
で
あ
っ
た

投
書
は
（
１
３
）
、
や
が
て
「
平
均
八
〇
〇
通
～
九
〇
〇
通
」
（
１
４
）
に
も
達
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
反
面
「
自
分
は
教
育
が
な
く
字
を
書
く
の
が
不
得
手
だ
か
ら
直
接
宮
様

に
御
目
に
か
ヽ
つ
て
私
の
意
見
を
申
上
げ
度
い
」
と
思
い
上
京
し
、
直
接
、
首
相
に
面
談

し
よ
う
と
し
た
伊
佐
治
□
治
郎
は
「
不
審
者
と
し
て
」
、
「
検
束
」
さ
れ
て
い
た
（
１
５
） 

。
こ
の
よ
う
に
投
書
を
呼
び
か
け
る
一
方
で
、
戦
前
か
ら
の
抑
圧
体
制
は
何
等
変
わ
る
こ

と
な
く
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
東
久
邇
の
考
え
る
言
論
解
放
と
は
、
言

論
抑
圧
の
戦
時
体
制
を
解
除
し
戦
前
の
状
態
に
戻
す
と
い
う
消
極
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、

戦
前
か
ら
の
治
安
維
持
法
等
の
言
論
弾
圧
の
諸
法
規
は
機
能
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

私
信
検
閲
解
除
に
際
し
て
も
、
逓
信
省
は
、
こ
れ
が
「
天
皇
陛
下
の
有
難
き
思
召
」
で
あ

り
、
「
検
閲
が
停
止
さ
れ
た
か
ら
と
て
流
言
蜚
語
を
飛
ば
す
こ
と
は
国
内
を
混
乱
さ
せ
社

会
秩
序
を
紊
す
こ
と
に
な
る
か
ら
、
各
自
は
特
に
現
下
の
時
局
を
冷
静
に
認
識
し
て
自
戒
」

す
る
こ
と
と
い
う
談
話
を
発
表
し
（
１
６
）
、
官
僚
機
構
は
東
久
邇
宮
の
解
放
政
策
に
対

し
抵
抗
を
示
し
て
い
た
。
結
果
と
し
て
は
、
言
論
解
放
は
基
本
的
に
政
府
当
局
に
と
っ
て

「
建
設
的
」
で
「
健
全
な
」
も
の
の
範
囲
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
抑
圧
体
制
は
十
月
四

日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
「
政
治
・
信
教
な
ら
び
に
民
権
の
自
由
に
対
す
る
制
限
の
撤
廃
に
関

す
る
覚
書
」
に
よ
り
崩
壊
す
る
。
こ
の
指
令
に
つ
い
て
東
久
邇
宮
は
「
天
皇
の
名
で
重
く

罰
せ
ら
れ
た
人
々
を
、
天
皇
の
名
で
釈
放
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
手
続
き
が
お

く
れ
て
、
い
ま
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
名
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
釈
放
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
陛
下
に
対
し
て
申
訳
が
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
宮
様
内
閣
」
の

限
界
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

こ
の
人
権
指
令
に
よ
り
帝
国
政
府
は
旧
来
の
治
安
情
報
活
動
の
禁
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
し
か
し
、
既
に
、
政
府
部
内
で
は
調
査
機
関
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。

内
閣
で
は
、
敗
戦
後
の
九
月
一
日
、
「
戦
後
経
営
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査
及
び
企
画

並
に
戦
後
経
営
に
関
す
る
各
庁
事
務
の
調
整
統
一
に
関
す
る
事
務
」
を
目
的
と
し
て
内
閣

調
査
局
を
設
立
し
た
（
勅
令
第
五
〇
三
号
）
。
こ
れ
は
専
任
の
調
査
官
六
七
名
（
奏
任
五

九
人
、
勅
任
八
人
）
を
含
む
総
勢
一
五
九
名
か
ら
な
る
調
査
機
関
で
あ
っ
た
が
、
一
一
月

二
四
日
に
は
廃
止
さ
れ
た
（
勅
令
六
四
五
号
）
。
こ
の
調
査
局
の
実
態
、
並
に
そ
こ
に
お

け
る
世
論
調
査
の
位
置
づ
け
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
機
能
は
同
局
廃
止
の
同
日
に
新
た

に
設
立
さ
れ
た
内
閣
審
議
室
と
戦
争
調
査
会
（
旧
称
、
大
東
亜
戦
争
調
査
会
）
に
引
き
継

が
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
。
こ
の
一
方
、
内
閣
情
報
局
は
十
一
月
一
日
、
企
画
資
料
部
内

に
新
た
に
輿
論
調
査
課
を
設
け
て
い
た
。
こ
の
輿
論
調
査
課
は
情
報
局
廃
止
が
明
ら
か
と

な
る
と
十
二
月
に
は
内
務
省
地
方
局
に
、
さ
ら
に
一
九
四
六
年
一
月
二
六
日
に
は
、
内
閣

審
議
室
に
世
論
調
査
班
と
し
て
そ
の
所
属
を
変
え
た
（
勅
令
第
四
一
号
）
（
１
７
）
。 

 

設
立
当
初
の
世
論
調
査
課
は
、
総
勢
八
名
の
職
員
か
ら
な
り
、
課
長
は
塚
原
俊
郎
、
顧

問
は
小
山
栄
三
で
あ
り
、
事
務
所
は
内
務
省
五
階
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
同
課
の
人
員
の

三
分
の
二
が
情
報
局
出
身
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
者
も
同
盟
通
信
出
身
の
者
に
よ
り
占
め

ら
れ
、
そ
の
人
事
は
す
べ
て
塚
原
と
小
山
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
所
属
が
内
閣

審
議
室
と
な
っ
た
当
時
に
は
職
員
総
数
は
三
二
名
に
増
え
、
六
つ
の
課
を
擁
し
、
第
一
課

が
政
治
、
集
会
等
の
意
見
徴
集
、
第
二
課
が
新
聞
を
除
く
出
版
物
の
分
析
、
第
三
課
が
新

聞
の
分
析
、
第
四
課
が
世
論
調
査
、
第
五
課
が
内
閣
や
省
庁
に
宛
て
ら
れ
た
投
書
の
分
析
、

第
六
課
が
渉
外
を
担
当
し
て
い
た
（
１
８
）
。
確
認
出
来
る
限
り
で
、
内
閣
審
議
室
に
よ

る
最
初
の
調
査
報
告
は
一
九
四
五
年
一
二
月
一
五
日
か
ら
一
九
四
六
年
一
月
一
五
日
に
か

け
内
閣 

に
寄
せ
ら
れ
た
投
書
三
三
七
通
の
分
析
で
あ
る
（
１
９
）
。
次
い
で
復
員
省
と
の

提
携
に
よ
る
復
員
兵
の
意
識
調
査
を
計
画
し
た
が
、
こ
れ
は
立
案
の
段
階
で
ダ
イ
ク
の
許

可
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
一
九
四
六
年
一
月
一
四
日
）
（
２
０
）
。
ま
た
、
政

府
の
綜
合
イ
ン
フ
レ
対
策
に
つ
い
て
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
投
書
を
募
っ
た
調
査
で
は
、
僅
か

に
三
三
通
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
一
九
四
六
年
二
月
二
三
日
、
Ｃ
Ｉ
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Ｅ
許
可
）
（
２
１
）
。
こ
れ
に
対
し
政
府
の
憲
法
草
案
に
つ
い
て
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
投
書

を
募
っ
た
調
査
で
は
総
計
一
七
七
七
通
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
た
報

告
書
を
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
提
出
し
て
い
る
（
２
２
）
。 

 

こ
の
内
閣
審
議
室
の
他
に
情
報
局
は
そ
の
外
郭
団
体
と
し
て
日
本
輿
論
研
究
所
を
一
一

月
一
日
に
設
立
し
た
（
２
３
）
。
同
研
究
所
は
ラ
ジ
オ
東
京
の
座
談
会
番
組
を
通
じ
様
々

な
主
題
に
つ
い
て
視
聴
者
に
投
書
を
募
る
方
法
で
世
論
調
査
に
当
た
っ
て
い
た
。
同
研
究

所
は
一
九
四
六
年
四
月
間
で
の
間
に
一
〇
回
の
輿
論
調
査
を
行
っ
て
い
た
（
２
４
）
。
特

に
、
一
一
月
二
一
日
、
徳
田
球
一
、
清
瀬
一
郎
、
牧
野
良
三
ら
三
氏
に
よ
る
天
皇
制
に
関

す
る
座
談
会
に
関
す
る
世
論
調
査
は
各
紙
に
掲
載
さ
れ
、
戦
後
の
天
皇
制
に
対
す
る
国
民

的
な
論
争
の
端
緒
と
な
っ
た
。
日
本
輿
論
研
究
所
で
は
こ
の
放
送
の
視
聴
者
の
賛
否
の
回

答
を
集
計
し
た
結
果
、
回
答
総
数
三
三
四
八
人
中
、
天
皇
制
支
持
三
一
七
四
（
九
五
％
）
、

天
皇
制
否
定
一
六
四
（
五
％
）
と
い
う
値
を
出
し
て
い
る
（
２
５
）
。
同
研
究
所
は
一
九

四
六
年
四
月
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
同
研
究
所
の
財
政
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、

外
部
か
ら
の
金
銭
的
な
援
助
を
一
切
受
け
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
調
査
結

果
を
受
け
取
っ
て
い
る
内
務
省
を
除
い
て
、
同
研
究
所
は
他
の
調
査
機
関
と
な
ん
ら
関
係
、

提
携
を
持
た
な
い
」
と
あ
り
、
金
銭
的
援
助
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
で
は
な
い
も
の
の
、

同
研
究
所
が
内
務
省
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
国
営
放
送

し
か
な
い
当
時
、
放
送
番
組
を
介
し
て
の
調
査
は
省
庁
と
の
提
携
な
し
に
は
困
難
で
あ
ろ

う
。 

 

政
府
系
の
調
査
機
関
は
投
書
分
析
と
い
う
方
法
に
固
執
し
て
い
た
。
し
か
し
、
投
書
は

自
主
選
択
に
よ
る
行
為
で
あ
り
、
ま
た
、
政
治
・
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
書
簡
に

し
て
出
す
と
い
う
方
法
か
ら
し
て
、
投
稿
者
層
は
政
治
的
中
間
層
、
も
し
く
は
疑
似
イ
ン

テ
リ
層
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
投
稿
者
層
を
庶
民
指
導
層
も
し
く
は
サ
ブ
・
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
層
と
み
な
し
、
そ
の
他
者
へ
の
影
響
力
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
投
書
を
世

論
の
意
見
分
布
の
公
正
な
反
映
と
み
な
す
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当

時
の
世
論
調
査
は
そ
の
調
査
方
法
も
試
行
錯
誤
の
段
階
に
あ
り
今
日
の
世
論
調
方
法
と
は

程
遠
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
技
術
の
状
況
に
対
し
ダ
イ
ク
は
「
世
論
調
査

実
施
に
関
わ
る
基
本
的
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
社
会
学
者
や
心
理
学
者
の
中
で

中
心
と
な
る
人
物
や
、
一
般
の
様
々
な
階
層
の
人
か
ら
の
代
表
数
名
で
構
成
し
た
委
員
を

作
る
こ
と
」
を
塚
原
に
提
言
し
て
い
た
。
内
閣
審
議
室
で
は
こ
の
世
論
調
査
に
関
す
る
会

議
を
一
九
四
六
年
二
月
九
日
、
首
相
官
邸
で
開
催
し
た
（
２
６
）
。
こ
れ
は
後
に
世
論
調

査
協
議
会
の
結
成
へ
と
発
展
し
、
そ
の
第
一
回
協
議
会
は
翌
年
の
三
月
二
五
、
二
六
の
二

日
に
わ
た
り
Ｃ
Ｉ
Ｅ
か
ら
講
師
を
招
き
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
占
領

軍
に
よ
る
調
査
技
術
の
指
導
は
内
閣
審
議
室
を
中
心
的
な
媒
介
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
（
２
７
）
。 

 

一
九
四
六
年
四
月
一
一
日
、
審
議
室
は
「
輿
論
調
査
地
方
機
構
設
置
要
綱
案
」
を
作
成

す
る
。
こ
れ
は
全
国
四
五
都
道
府
県
に
総
計
四
六
六
名
の
調
査
員
を
設
け
る
と
い
う
計
画

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
申
請
は
占
領
軍
に
よ
り
却
下
さ
れ
た
。
そ
れ
は
第
一
に
政
府
に
よ
る

全
国
的
な
世
論
調
査
に
言
論
統
制
の
危
険
性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
内

閣
の
世
論
調
査
課
の
調
査
技
術
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
、
世
論
調
査
は
民
間
の
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
の
方
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
た
が
、
日
本
政
府
に
よ
る
世
論
調
査
の
禁
止
を
将
来
的
に
も
持
続
す
る
つ
も
り
で

は
な
な
か
っ
た
。
こ
の
禁
止
が
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
調
査

機
関
の
調
査
技
術
の
成
熟
と
そ
の
民
主
化
の
状
況
に
応
じ
て
決
め
れ
ば
よ
く
、
決
定
は
保

留
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
食
糧
危
機
に
伴
う
社
会
的
、
政
治
的
緊
張
は

こ
の
方
針
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

一
九
四
六
年
年
六
月
、
日
本
政
府
は
総
司
令
部
よ
り
「
政
府
の
世
論
調
査
は
米
国
か
ら

専
門
家
の
到
着
を
俟
っ
て
具
体
案
を
樹
て
担
当
官
の
訓
練
機
構
の
整
備
其
他
一 

切
の
科
学
的
基
礎
準
備
を
完
了
す
る
迄
容
認
し
得
な
い
」
と
口
頭
を
も
っ
て
指
令
さ
れ
た

（
２
８
）
。
原
因
は
、
一
九
四
六
年
五
月
二
〇
日
、
食
料
メ
ー
デ
ー
に
対
す
る
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
声
明
「
暴
民
デ
モ
を
許
さ
ず
」
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
を
試
み
よ
う
と
し
た
こ
と

に
あ
っ
た
。
内
閣
審
議
室
で
は
五
月
三
〇
日
、
「
五
月
廿
日
の
『
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の

デ
モ
許
さ
ず
の
発
表
』
に
つ
き
ま
し
て
御
地
の
反
響
、
世
論
を
御
紹
介
い
た
ゞ
け
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
、
デ
モ
許
さ
ず
賛
成
意
見
、
デ
モ
許
さ
ず
反
対
意
見
そ
の
他
の
意
見
」
と

記
し
た
葉
書
を
全
国
の
新
聞
社
に
送
っ
て
い
た
。
こ
の
件
が
六
月
一
日
付
け
の
『
読
売
新

聞
』
に
報
道
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
読
売
の
取
材
に
対
し
世
論
調
査
班
事
務
官
吉
原
一
真
は
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「
将
来
こ
の
班
が
や
る
世
論
調
査
の
テ
ス
ト
と
し
て
私
個
人
が
適
当
な
調
査
対
象
が
な
い

の
で
新
聞
社
宛
に
出
し
た
も
の
で
、
正
式
に
調
査
班
の
仕
事
と
し
て
や
つ
た
も
の
で
は
な

い
」
「
私
個
人
の
住
所
を
書
く
よ
り
は
調
査
班
の
肩
書
き
を
つ
か
つ
た
方
が
回
答
の
率
が

高
い
と
思
つ
て
調
査
班
の
名
前
を
つ
か
つ
た
」
と
弁
明
を
試
み
た
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は

こ
れ
に
対
し
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
た
。
六
月
四
日
、
こ
の
件
に
つ
い
て
世
論
調
査
班

の
渉
外
担
当
官
に
対
す
る
尋
問
が
ラ
ジ
オ
東
京
ビ
ル
四
〇
一
号
室
で
行
わ
れ
た
。
尋
問
に

は
ダ
イ
ク
の
後
任
と
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
局
長
と
な
っ
た
ヌ
ジ
ェ
ン
ト
大
佐
自
ら
が
こ
れ
に
当

た
っ
た
の
で
あ
る
（
２
９
）
。
以
下
に
そ
の
尋
問
記
録
の
一
部
を
引
用
す
る
。 

 

（
ヌ
ジ
ェ
ン
ト
大
佐
） 

「
言
い
換
え
れ
ば
、
テ
ス
ト
調
査
か
本
調
査
か
と
い
う
こ
と
を

抜
き
に
す
れ
ば
、
こ
れ
は
日
本
政
府
の
一
機
関
で
あ
る
内
閣
世
論
調
査
班
に
よ
る
調
査
で

す
ね
？
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
ね
？
」 

（
鵜
飼
） 

「
こ
の
調
査
は
吉
原
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
」 

（
ヌ
ジ
ェ
ン
ト
大
佐
） 

「
し
か
し
、
新
聞
に
は
こ
れ
は
内
閣
世
論
調
査
班
の
役
人
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
違
う
の
で
す
か
？
」 

（
鵜
飼
） 

「
個
人
的
に
や
っ
た
の
で
は
（
吉
原
の
名
前
を
使
っ
た
の
で
は
）
回
答
者
の

意
見
を
得
る
の
が
難
し
い
の
で
、
回
答
者
は
内
閣
世
論
調
査
班
の
住
所
に
返
事
を
送
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
」 

（
ヌ
ジ
ェ
ン
ト
大
佐
） 

「
し
か
し
、
一
般
の
人
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
政
府
の
世
論
調

査
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

（
鵜
飼
） 

「
こ
う
い
う
風
に
書
か
れ
れ
ば
一
般
の
人
は
そ
う
い
う
印
象
を
持
つ
で
し
ょ

う
。
」 

（
ヌ
ジ
ェ
ン
ト
大
佐
） 

「
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
日
本
政
府
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
声
明
を

支
持
す
る
か
否
か
を
国
民
に
聞
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
す
ね
？
」 

（
鵜
飼
） 

「
私
の
印
象
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
私
の
上
司
と
吉
原
が
し
た

こ
と
な
の
で
、
よ
く
は
解
ら
な
い
の
で
す
。
で
も
、
そ
の
経
緯
を
知
っ
て
い
ま
す
。
総
司

令
部
の
誰
か
が
内
閣
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
声
明
に
対
す
る
反
響
を
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
私

は
、
内
閣
は
暗
に
こ
の
調
査
を
行
う
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

（
ヌ
ジ
ェ
ン
ト
大
佐
） 

「
誰
が
？
」 

（
鵜
飼
） 

「
私
は
全
く
関
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
誰
が
こ
の
調
査
を
や
る
よ
う
に
言
っ

て
き
た
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
。
」 

（
ヌ
ジ
ェ
ン
ト
大
佐
） 

「
吉
原
氏
は
知
っ
て
い
る
の
か
？
吉
原
氏
が
一
人
で
こ
の
調
査

を
行
っ
た
の
か
？
誰
か
の
命
令
に
よ
る
の
か
？
」 

（
鵜
飼
） 

「
彼
は
塚
原
か
ら
命
令
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
」 

（
ヌ
ジ
ェ
ン
ト
大
佐
） 

「
塚
原
氏
は
総
司
令
部
の
誰
か
か
ら
暗
に
こ
の
よ
う
な
調
査
を

す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
た
の
で
す
か
？
」 

（
鵜
飼
） 

「
こ
れ
は
、
人
々
の
反
響
に
つ
い
て
調
べ
る
よ
う
内
閣
の
誰
か
に
（
首
相
か

内
閣
の
官
吏
に
）
言
っ
て
き
た
総
司
令
部
の
何
者
か
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
の
で
す
。
そ

れ
で
、
内
閣
の
誰
か
が
世
論
調
査
班
に
こ
れ
に
つ
い
て
調
べ
る
よ
う
に
言
っ
て
き
た
の
で

す
。
」 

  

こ
の
よ
う
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
声
明
に
対
す
る
内
閣
審
議
室
の
世
論
調
査
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は

極
め
て
敏
速
か
つ
峻
厳
な
対
応
を
取
っ
て
い
た
。
現
在
の
段
階
で
は
こ
の
「
総
司
令
部
の

誰
か
」
が
誰
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
鵜
飼
の
単
な
る
方
便
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
声
明
に
対
す
る
日
本
国
民
の
反
応
は
お
そ
ら
く
占
領
軍
当
局

に
と
っ
て
興
味
あ
る
調
査
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
「
総
司
令
部

の
誰
か
」
が
こ
の
声
明
に
対
す
る
国
民
の
反
応
を
日
本
政
府
に
問
い
合
わ
せ
て
く
る
こ
と

は
、
必
ず
し
も
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
も
な
い
。
実
際
、
総
司
令
部
で
は
食
料
危
機
を
契

機
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
内
閣
審
議
室
に
対
し
た
の
と
は
全
く
逆
の
情
報
政
策
が
進
行
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。 

 

４
．
公
安
警
察
の
設
立
と
特
高
精
神
の
復
活 

  

一
〇
月
四
日
の
人
権
指
令
を
契
機
に
特
高
警
察
は
「
解
体
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
さ

ら
に
翌
年
の
一
月
四
日
の
公
職
追
放
に
よ
り
特
高
関
係
者
は
日
中
戦
争
（
一
九
三
七
年
）
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ま
で
さ
か
の
ぼ
り
公
職
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
は
と
も

に
不
徹
底
な
も
の
で
あ
り
、
特
高
解
体
の
一
方
で
、
内
務
省
警
保
局
に
よ
る
治
安
情
報
の

調
査
機
関
設
立
の
試
み
は
継
続
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
五
年
一
二
月
一
四
日
の
地
方
官
官

制
改
正
に
よ
り
全
国
の
都
道
府
県
庁
に
警
備
課
が
設
置
さ
れ
、
一
九
日
に
は
内
務
省
警
保

局
内
に
公
安
課
が
設
置
さ
れ
て
い
た
（
３
０
）
。
そ
し
て
、
各
府
県
の
警
備
課
は
翌
年
の

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
公
安
課
と
改
称
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
内
務
省
警
保
局
で
は
六

月
二
〇
日
、
総
司
令
部
に
日
本
警
察
に
よ
る
情
報
収
集
活
動
の
承
認
を
求
め
る
申
請
文
を

提
出
し
、
こ
の
要
請
が
「
七
月
十
一
日
原
文
の
侭
承
認
せ
ら
れ
た
る
」
の
で
あ
っ
た
（
３

１
）
。
そ
し
て
、
こ
の
承
認
に
よ
り
全
国
の
各
警
察
署
に
公
安
係
を
設
置
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
公
安
警
察
の
設
置
は
、
警
保
局
内
か
ら
各
府
県

庁
に
、
そ
し
て
、
各
警
察
署
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
申
請
文
は
内

務
省
警
保
局
と
っ
て
公
安
が
何
を
目
的
と
す
る
も
の
な
の
か
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
申
請
文
は
そ
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
な
現
状
認
識
を
示
す
。 

  

「
最
近
の
労
働
争
議
大
衆
行
進
並
多
衆
運
動
等
各
種
社
会
運
動
の
状
況
は
不
法
不
軌
の

行
動
続
出
し
健
全
な
る
べ
き
運
動
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
た
多
衆
の
暴
力
と
も
認
め
ら
れ

る
極
め
て
過
激
な
運
動
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
遂
に
宮
城

坂
下
門
内
に
進
入
す
る
等
の
暴
挙
が
敢
行
さ
れ
、
現
下
深
刻
な
る
食
料
危
機
下
に
あ
る
国

内
治
世
に
大
な
る
脅
威
を
與
へ
つ
つ
あ
る
実
情
に
し
て
本
件
に
関
し
て
は
五
月
二
十
日
貴

司
令
部
よ
り
重
大
声
明
を
発
せ
ら
れ
た
る
次
第
な
る
が
、
他
面
に
於
て
は
斯
る
暴
民
的
傾

向
に
対
す
る
国
内
一
部
分
子
の
反
対
的
対
立
運
動
は
漸
次
萌
芽
の
傾
向
に
あ
る
如
く
見
受

け
ら
れ
る
等
国
内
治
世
の
前
途
は
極
め
て
楽
観
を
許
さ
ざ
る
状
況
に
あ
る
」 

  

そ
し
て
、
警
察
に
よ
る
情
報
収
集
の
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
の
で
あ
る
。 

 

「
如
何
な
る
近
代
国
家
と
雖
も
、
共
同
社
会
の
基
盤
の
上
に
立
つ
限
り
、
無
知
に
つ
け

入
っ
て
人
を
誑
惑
す
る
悪
質
な
言
動
や
、
無
秩
序
な
行
動
、
又
は
個
人
責
任
の
上
に
立
脚

し
な
い
無
責
任
・
放
埒
な
言
動
・
行
動
、
若
は
国
家
が
要
求
す
る
日
本
民
主
主
義
化
を
阻

害
す
る
言
動
・
行
動
等
は
、
国
家
存
立
の
目
的
か
ら
し
て
、
既
存
法
規
に
照
ら
し
て
取
締

ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
従
っ
て
、
斯
く
の
如
き
治
安
を
脅
か
す
方
面
に
対
す
る

警
察
の
情
報
活
動
を
活
発
に
し
て
治
安
の
万
全
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」 

 

こ
の
申
請
の
承
認
を
受
け
全
国
の
警
察
に
「
公
安
係
設
置
要
領
」
が
出
さ
れ
、
「
各
警

察
署
に
公
安
係
を
設
置
す
る
こ
と
」
が
命
令
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
共
に
出
さ
れ

た
「
治
安
警
備
情
報
収
要
領
」
に
よ
る
と
そ
の
情
報
収
集
活
動
の
主
た
る
対
象
は
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

（
一
）
聯
合
国
の
対
日
管
理
政
策
の
強
化
に
対
す
る
影
響
部
面
の
動
向
（
例
へ
ば
恩 

 
 
 

給
停
止
に
伴
ふ
軍
人
の
動
向
、
公
職
追
放
に
基
く
該
当
者
の
動
向
、
賠
償
施 

 
 
 

設
指
定
等
に
基
く
関
係
者
の
動
静
等
）
並
之
を
繞
る
国
内
民
心
の
動
向 

（
二
）
軍
国
主
義
者
、
極
端
な
る
国
家
主
義
者
、
急
進
的
分
子
、
直
接
行
動
者
等
の 

 
 
 

動
静
並
に
秘
密
団
体
、
禁
止
団
体
の
動
向 

（
三
）
解
放
在
留
民
（
朝
鮮
人
、
台
湾
人
等
）
の
不
逞
行
動
及
び
之
を
繞
る
一
般
民 

 
 
 

心
の
動
向 

（
四
）
暴
動
騒
擾
の
基
因
と
な
る
虞
あ
る
急
迫
せ
る
経
済
問
題
、
社
会
問
題
、
政
治 

 
 
 

問
題
若
は
著
し
く
人
心
を
刺
戟
す
る
諸
問
題
の
実
情
並
之
を
繞
る
各
方
面
の 

 
 
 

動
向 

（
五
）
人
心
を
惑
乱
す
る
流
言
・
造
言
の
状
況
並
之
を
繞
る
各
方
面
の
影
響
状
況
及 

 
 
 

動
静 

（
六
）
常
に
衆
を
背
景
と
す
る
各
種
社
会
運
動
の
活
動
状
況
並
之
に
対
す
る
反
対
運 

 
 
 

動
対
立
運
動
の
状
況
及
之
等
の
運
動
を
繞
る
一
般
民
心
の
動
向 

 

内
務
省
警
保
局
は
「
秩
序
あ
る
降
伏
」
を
目
指
す
日
本
政
府
に
よ
る
民
主
化
の
サ
ボ
タ

ー
ジ
ュ
と
「
秩
序
あ
る
占
領
」
を
目
指
す
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
間
隙
を
縫
う
よ
う
に
し
て
、
敗
戦

後
も
巧
妙
に
生
き
残
り
の
道
を
模
索
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
国
家
が
要
求

す
る
日
本
民
主
主
義
化
を
阻
害
す
る
」
動
向
に
対
す
る
公
安
警
察
に
現
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
公
安
警
察
設
立
の
一
方
で
、
政
府
に
よ
る
世
論
調
査
禁
止
は
一
一
月
二
九
日
の
「
第

二
次
口
頭
通
告
」
に
よ
り
解
除
さ
れ
た
。
こ
の
通
告
で
は
調
査
案
、
調
査
方
法
、
並
び
に

結
果
の
発
表
に
関
し
事
前
に
民
間
情
報
教
育
部
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
条
件
に
、
非
政
治

的
な
事
項
に
つ
い
て
の
み
世
論
調
査
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
政
治
的
と
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は
、
政
治
的
に
論
争
点
と
な
る
問
題
で
あ
り
、
「
例
え
ば
特
定
の
政
治
的
団
体
に
対
す
る

態
度
、
内
閣
に
対
す
る
態
度
、
並
に
天
皇
及
天
皇
制
に
対
す
る
態
度
等
」
と
さ
れ
た
（
３

２
）
。
ま
た
、
非
政
治
的
と
は
「
行
政
及
政
策
の
実
施
、
官
庁
、
事
務
の
改
善
、
公
共
問

題
な
ど
に
関
す
る
態
度
及
提
案
並
に
各
種
問
題
の
所
在
探
求
等
」
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は

「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
闇
取
引
、
食
料
配
給
の
統
制
に
就
い
て
の
提
案
、
政
府
の
貯
蓄

運
動
に
対
す
る
反
響
、
人
口
移
動
、
生
活
問
題
に
対
す
る
態
度
、
教
育
問
題
、
復
員
軍
人
、

引
揚
者
、
戦
災
者
の
欲
求
態
度
等
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
逼
迫
し
た
経
済
状
況

と
急
激
な
民
主
改
革
が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
に
あ
っ
て
、
非
政
治
的
な
例
と
し
て
出
さ
れ

た
事
項
は
い
ず
れ
も
そ
れ
自
体
が
政
治
問
題
と
し
て
先
鋭
化
し
て
い
た
。
結
局
、
政
治
的
、

非
政
治
的
の
判
断
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
事
前
承
認
に
お
い
て
む
し
ろ
政
治
的
に
決
定
さ
れ
て
い
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

日
本
警
察
は
公
安
課
活
動
を
展
開
し
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
す
ぐ
に
先
の
第
二
次
口

頭
伝
達
と
衝
突
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
急
迫
せ
る
経
済
問
題
、
社
会
問
題
、
政
治
問
題
」

や
「
各
種
社
会
運
動
の
活
動
状
況
」
の
情
報
収
集
が
「
非
政
治
的
」
な
世
論
調
査
で
あ
る

は
ず
が
な
い
。
第
二
次
口
頭
通
告
に
先
立
つ
一
一
月
二
三
日
、
福
井
軍
政
部
は
管
下
で
警

察
に
よ
る
村
民
の
民
心
動
向
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
（
３
３
）
。
そ
の

報
告
に
よ
る
と
、
管
下
の
警
察
署
が
村
民
四
名
に
公
職
追
放
、
教
員
組
合
、
米
価
に
つ
い

て
の
意
見
徴
集
を
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
世
論
社
会
調
査
課
課
長
の
パ
ッ
シ
ン
中
尉

は
一
二
月
九
日
、
ラ
ジ
オ
東
京
二
一
四
号
室
で
内
務
省
警
保
局
公
安
課
の
富
永
政
美
と
渡

辺
正
に
尋
問
を
行
っ
て
い
た
（
３
４
）
。
パ
ッ
シ
ン
は
二
人
に
第
二
次
口
頭
通
告
を
読
み

上
げ
、
彼
ら
が
こ
の
通
告
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
の
か
否
か
を
尋
ね
た
。
こ
れ
に
二
人
は

「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
。
次
い
で
、
パ
ッ
シ
ン
は
「
都
道
府
県
に
公
安
課
を
設
置
し

世
論
研
究
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
彼
ら
が
起
草
し
た
計
画
を
、
連
合
軍
最
高
司
令
官
が
認

め
た
文
書
を
持
っ
て
い
る
の
か
」
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
彼
ら
は
持
参
を
し
て
は

い
な
い
と
答
え
た
が
、
プ
リ
ア
ム
大
佐
（
民
間
諜
報
部
、
公
安
課
長
）
が
承
認
し
、
自
分

達
の
計
画
の
草
案
に
署
名
し
て
く
れ
た
」
と
答
え
て
い
た
。
パ
ッ
シ
ン
は
そ
の
後
、
地
方

の
警
察
署
に
公
安
係
を
設
置
す
る
こ
と
の
目
的
を
質
問
し
、
さ
ら
に
公
安
警
察
設
置
に
つ

い
て
の
申
請
書
、
「
治
安
警
備
情
報
収
要
領
」
、
「
公
安
係
設
置
要
領
」
等
を
持
っ
て
く

る
よ
う
に
要
求
し
た
。
公
安
係
設
置
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
事
前
に
何
等
知
ら
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
３
５
）
。 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
一
九
四
六
年
一
二
月
一
六
日
、
福
井
県
の
事
例
に
つ
い
て
覚
え

書
き
を
出
す
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
福
井
県
の
事
例
が
政
治
的
な
世
論
調
査
で
あ
り

占
領
軍
の
指
令
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
断
定
さ
れ
、
第
二
次
口
頭
通
告
の
内
容
を

改
め
て
尊
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
指
令
に
は
次
の
よ
う
な
項
目
が

最
後
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、 

  

「
社
会
の
秩
序
と
安
寧
の
維
持
に
必
要
な
情
報
を
警
察
官
が
収
集
す
る
こ
と
は
、
通
常

の
世
論
調
査
と
結
び
つ
い
た
活
動
と
異
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
口
頭
通
告
に
あ
る
指
示
に

抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
：
重
要
な
統
計
や
他
の
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
は
禁
止
さ

れ
な
い
。
例
：
政
治
的
、
社
会
的
問
題
に
関
す
る
世
論
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
事
並
に
右

諸
問
題
及
び
こ
れ
に
関
す
る
問
題
に
つ
き
個
人
の
意
見
を
質
問
す
る
こ
と
は
一
切
差
し
止

め
る
こ
と
」 

  

調
査
の
実
際
を
想
像
し
て
み
る
と
、
こ
の
項
目
が
い
か
に
困
難
な
こ
と
を
公
安
警
察
に

要
求
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
「
通
常
の
世
論
調
査
」
と
は
異
な
る
方
法
で
「
個

人
の
意
見
を
質
問
す
る
こ
と
」
な
し
に
、
一
体
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
社
会
の
秩
序
と
安

寧
の
維
持
に
必
要
な
情
報
を
警
察
官
が
収
集
」
す
れ
ば
よ
い
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
？
「
政

治
的
、
社
会
的
問
題
に
関
す
る
世
論
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
」
こ
と
な
し
に
、
「
社
会
の

秩
序
と
安
寧
の
維
持
に
必
要
な
情
報
」
を
集
め
る
の
は
、
相
当
に
困
難
な
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
事
実
上
、
そ
の
よ
う
な
調
査
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
何
故
、
公
安
警
察
が
禁
止
と
さ
れ
な
い
の
か
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
う
し
た
矛
盾
の
背
景
に
あ
る
も
の
が
、
逆
コ
ー
ス
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
る
ま
い
。 

  

む
す
び
に
か
え
て 
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間
接
統
治
は
日
本
政
府
と
い
う
思
惑
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
り
実
行
さ
れ
、
ま
た
、

統
治
者
で
あ
る
占
領
軍
の
間
に
お
い
て
も
見
解
の
相
違
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
世

論
の
指
導
・
育
成
は
必
ず
し
も
民
主
化
だ
け
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で

は
政
府
の
調
査
機
関
の
沿
革
に
終
始
し
た
が
、
調
査
機
関
の
沿
革
が
世
論
形
成
に
決
定
的

に
影
響
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
。
や
は
り
、
世
論
あ
っ
て
の
調
査
機
関
で
あ
り
、
「
秩
序

あ
る
降
伏
」
と
「
秩
序
あ
る
占
領
」
の
狭
間
で
、
占
領
期
の
世
論
が
何
を
志
向
し
て
い
た

の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
占
領
期
の
世
論
に
関
す
る
デ
－
タ
は
未

だ
資
料
発
掘
の
対
象
に
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
で
は
政
府
に
よ
る
世
論

調
査
を
認
め
る
要
件
の
一
つ
に
調
査
結
果
の
公
開
を
挙
げ
て
い
た
が
、
デ
ー
タ
公
開
は
民

主
的
な
世
論
調
査
の
原
則
と
言
え
る
。
こ
れ
は
調
査
機
関
の
沿
革
の
解
明
と
共
に
今
後
の

大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
意
味
か
ら
す
る
と
世
論
に
関
わ
る
資
料
発
掘
は
、
そ
れ
自

体
が
遅
ま
き
な
が
ら
戦
後
民
主
化
の
意
義
を
持
つ
の
で
あ
る
。 

 

注 

記 

 

（
１
） 

当
時
「
世
論
」
の
読
み
は
「
よ
ろ
ん
」
で
あ
り
、
漢
字
表
記
も
「
世
論
」
で
は
な
く

「
輿
論
」
も
し
く
は
「
與
論
」
が
中
心
で
あ
っ
た
。 

（
２
） 

C
IV

IL
 IN

FO
R

M
A

T
IO

N
 &

 E
D

U
C

A
T

IO
N

 B
U

R
E

A
U

（
民
間
情
報
教
育
局
）

のinform
ation

と
は
、
単
に
デ
ー
タ
と
し
て
の
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
「
知
ら
し
め
る
」
と
い

う
啓
蒙
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、inform

ation policy

を
「
情
報
政
策
」
と
す
る

の
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
双
方
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
訳
語
が
他
に
な

い
の
で
単
に
「
情
報
政
策
」
（
こ
の
言
葉
自
体
、
日
本
語
と
し
て
決
し
て
慣
用
的
な
も
の
で
は

な
い
の
だ
が
）
と
訳
す
こ
と
に
し
た
。 

（
３
） 

社
会
調
査
史
に
つ
い
て
は
川
合
隆
男
編
『
近
代
日
本
社
会
調
査
史
（
Ⅰ
）
』
慶
応
通

信
（
一
九
八
九
）
、
石
川
淳
志
／
橋
本
和
孝
／
浜
谷
正
晴
編
著
『
社
会
調
査
－
歴
史
と
視
点
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
一
九
九
四
）
、
江
口
英
一
編
『
日
本
社
会
調
査
の
水
脈
－
そ
の
パ
イ
オ
ニ

ア
た
ち
を
求
め
て
－
』
法
律
文
化
社
（
一
九
九
〇
）
等
を
参
考
。
ま
た
世
論
調
査
史
に
日
本
世

論
調
査
協
会
『
日
本
世
論
調
査
史
資
料
』
（
一
九
八
六
）
、
監
修
吉
田
裕
、
川
島
高
峰
、
資
料

集
『
時
事
通
信
占
領
期
世
論
調
査
』
大
空
社
（
一
九
九
四
）
、
『
世
論
調
査
報
告
書
』
大
空
社

（
一
九
九
二
）
等
が
あ
る
。 

 

管
見
の
限
り
で
言
え
ば
、
こ
れ
ら
社
会
調
査
史
の
記
述
は
、
戦
後
の
世
論
調
査
史
に
つ
い
て

全
く
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
も
殆
ど
全
く

な
い
。
こ
れ
ら
社
会
調
査
史
の
記
述
で
一
般
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
戦
前
か
ら
の
連
続
性

で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
こ
れ
ら
戦
前
か
ら
の
社
会
調
査
方
法
に
基
づ
い
て
世
論
調
査
に
当
た
ろ
う

と
し
た
当
時
の
傾
向
を
「
非
科
学
的
」
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
勝
者
の
敗
者
に
対
す
る

偏
見
や
、
敗
戦
後
、
族
生
し
た
調
査
機
関
の
水
準
の
低
さ
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
、
戦
前
・
戦
中
を
通
じ
言
論
の
自
由
が
抑
圧
さ
れ
て
い
た
日
本
に
お
い
て
、
特
定
の
主
題

に
つ
い
て
全
国
規
模
の
統
計
学
的
な
世
論
調
査
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
世
論

調
査
が
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
調
査
の
伝
統
に
対
し
持
っ
た
最
も
異
質
な
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と

言
え
る
。 

 

な
お
、
社
会
調
査
と
世
論
調
査
の
相
違
を
強
い
て
あ
げ
れ
ば
、
そ
の
調
査
対
象
の
規
模
に
あ

り
、
世
論
調
査
の
方
が
よ
り
広
範
な
対
象
（
地
域
的
に
も
、
階
層
的
に
も
）
を
分
析
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、
代
表
的
な
社
会
調
査
が
世
論
調
査
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
。
ま
た
、
全
国
的
な
世
論
調
査
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
予
備
調
査
に
小
規
模
な
「
社
会
調
査
」

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
双
方
の
間
に
線
引
を
す
る
こ
と
は
余
り
意
味
を
持
た
な
い
。 

（
４
） 

第
一
部
一
般
及
び
政
治
、
３
．
日
本
の
軍
事
占
領
の
基
本
的
目
的
、
Ｃ
項
。 

（
５
）  

「PU
B

L
IC

 O
PIN

IO
N

 SU
R

V
E

Y
 

- B
A

SIC
 PL

A
N

S  Sept.1945 - M
ay 

19

46

」B
-7424-6 

（
６
） 

同
右
。 

（
７
） 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
日
本
並
び
に
韓
国
の
占
領
を
目
的
と
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の

目
的
も
こ
の
両
国
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
内
容
的
に
は
、
明
ら
か
に
日
本

を
主
た
る
対
象
と
し
て
い
る
事
項
で
あ
っ
て
も
、
文
書
中
に
お
け
る
被
治
者
の
表
現
は
、
し
ば

し
ば
、
日
本
だ
け
を
指
す
の
か
、
韓
国
だ
け
を
示
す
の
か
、
或
い
は
両
国
を
意
味
し
て
い
る
の

か
曖
昧
な
部
分
が
あ
る
。 

（
８
） 

（
５
）
に
同
じ
。 

（
９
） 

現
在
確
認
し
て
い
る
範
囲
で
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
提
出
し
た
世
論
調
査
報
告
書
は
総
数
で
約
一
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〇
〇
点
。 
（
１
０
）  

不
定
期
、
第
一
七
号
以
降
の
所
在
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
。
よ
り
詳
し
く
は
拙
稿

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
投
書
に
み
る
敗
戦
直
後
の
民
衆
意
識
」
『
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所

紀
要
』
第
三
一
巻
第
二
号
（
一
九
九
三
）
、
一
九
－
三
二
頁
。 

（
１
１
） 

粟
屋
憲
太
郎
『
資
料
日
本
現
代
史
２
、
①
』
四
～
七
頁
、
大
月
書
店 

（
一
九
八

〇
）
。 

（
１
２
）  

「
投
書
処
理
機
関
設
置
発
表
に
対
す
る
意
嚮
に
関
す
る
件
」
一
九
四
五
年
九
月
三

日
、
鳥
取
県
知
事
、
編
集
粟
屋
憲
太
郎
、
川
島
高
峰
『
敗
戦
時
全
国
治
安
情
報
』
第
七
巻
、
日

本
図
書
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
四
．
一
一
）
。 

（
１
３
） 

『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
九
月
四
日
。 

（
１
４
） 

東
久
邇
稔
彦
『
東
久
邇
日
記
』
一
九
四
五
年
八
月
三
一
日
、
徳
間
書
店
（
一
九
六

八
） 

（
１
５
） 

「
普
通
要
視
察
人
の
動
静
に
関
す
る
件
」
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
日
、
警
視
庁
総

監
、
前
掲
『
敗
戦
時
全
国
治
安
情
報
』
第
一
巻
。 

（
１
６
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
八
月
二
一
日
。 

（
１
７
） 

内
閣
審
議
室
世
論
調
査
班
の
設
立
当
初
の
経
緯
に
つ
い
て
は
佐
藤
彰 

「
解
説
」
、

前
掲
『
世
論
調
査
報
告
書
』
に
若
干
の
説
明
が
あ
る
。 

（
１
８
） 

「Y
oron C

hosa-ka, N
aikaku (Public O

pinion &
 Sociologic 

al R
esearch)

 Jan.1946

」 C
IE

(B
)-7427 

（
１
９
） 

「C
abinet Public O

pinion Survey D
epartm

ent (Y
oron C

hos 
aka of N

ai

kaku) D
ec.1945 - June.1946

」 C
IE

(B
)-7457

～ 
9 

（
２
０
） 

「O
rganization of C

abinet D
eliberation R

oom
 Public O

pi 
nion U

nit - 

M
em

os on C
onfidential M

aterial. Jan.1946 
-M

ar.1946

」 C
IE

(D
)5301-2 

（
２
１
） 

同
右
。 

（
２
２
） 

「N
aikaku Shingishitsu (C

abinet D
eliberation R

oom
) A

pr. 
1946 - Feb.

1947

」C
IE

(B
)-7660 

（
２
３
） 

「
終
戦
連
絡
各
省
委
員
会
議
事
録
」
一
九
四
五
年
一
二
月
一
一
日
、
荒
敬
『
日
本

占
領
・
外
交
関
係
資
料
集
』
柏
書
房
（
一
九
九
一
） 

（
２
４
） 

「Japan Public O
pinion R

eseach Institute (N
ippon Y

oron K
enkyujo) A

p

r.1946

」C
IE

(B
)-7470

、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
。 

（
２
５
） 

座
談
会
で
の
発
言
記
録
と
世
論
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
日
本
週
報 

第

３
号
』
一
九
四
五
年
一
二
月
二
三
日
を
参
考
。 

（
２
６
） 

（
２
０
）
に
同
じ
。 

（
２
７
） 

（
１
８
）
に
同
じ
。 

（
２
８
） 

「
中
央
事
務
局
執
務
報
告 

政
治
部 

第
四
号
」
、
前
掲
『
日
本
占
領
・
外
交
関

係
資
料
集
』
。
世
論
調
査
に
関
わ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
命
令
は
そ
の
殆
ど
が
「
口
頭
」
に
よ
る
伝

達
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
資
料
に
お
い
て
も
、
日
本
側
の
記
録

に
お
い
て
も
、
口
頭
伝
達
の
内
容
を
書
き
起
こ
し
た
文
書
と
し
て
保
管
（
そ
の
際
、
文
頭
、
若

し
く
は
文
末
に
必
ず
「
口
頭
を
も
っ
て
伝
達
さ
れ
た
」
旨
の
断
り
が
あ
る
）
さ
れ
て
お
り
、
占

領
軍
が
何
故
口
頭
伝
達
に
固
執
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。 

（
２
９
） 

（
１
９
）
に
同
じ
。 

（
３
０
）  

敗
戦
後
の
特
高
解
体
か
ら
警
保
局
公
安
課
設
立
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
萩
野

富
士
夫
『
特
高
警
察
体
制
史
』
せ
き
た
書
房
（
一
九
八
四
）
を
参
考
。 

（
３
１
） 

「Police Survey of O
pinion July.1946 - M

ar.1948

」C
IE

(B
) 

-7451-2

。

こ
の
公
安
警
察
設
立
に
際
し
内
務
省
警
保
局
か
ら
各
府
県
に
宛
て
ら
れ
た
原
文
書
タ
イ
ト
ル

は
「
情
報
の 

集
並
公
安
係
設
置
に
関
す
る
件
」
（
七
月
二
五
日
付
）
で
あ
り
、
同
文
書
は
、

警
保
局
に
よ
る
連
合
国
最
高
司
令
部
に
対
す
る
申
請
文
（
タ
イ
ト
ル
な
し
）
と
「
治
安
警
備
情

報 

収
要
領
」
「
公
安
係
設
置
要
領
」
の
二
つ
を
添
付
文
書
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
管
見
の
限

り
で
言
え
ば
、
こ
の
公
安
設
立
に
際
し
て
の
七
月
二
五
日
付
の
中
央
か
ら
の
文
書
は
こ
れ
ま
で

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
各
府
県
の
警
察
史
に
こ
れ
を
受
け
管
下
に
発
し
た
と
思
わ
れ
る
公
安
係

設
置
の
指
令
に
関
す
る
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
基
と
な
っ
た
の
が
こ
の
文
書
と

思
わ
れ
る
。 

（
３
２
） 
「
中
央
事
務
局
執
務
報
告 

政
治
部 

第
五
号
」
、
前
掲
書 

（
３
３
） 
（
３
１
）
に
同
じ
。 

（
３
４
） 

「Japanese Public O
pinion Polls 

- 1946 - 1947

」C
IE(D

)- 
5310 

（
３
５
） 

（
３
１
）
に
同
じ
。 


